
滑川町教育委員会だより 
「学んでよかった町へ -チーム滑川での教育-」 

  

     
 
 

  
 
 
 

  
「The Power of Connection.」  

 先日、新聞の記事に埼玉県社会福祉協議会長の山口宏樹氏のインタビューが掲載されてい

ました。その中で、県社教のキャッチフレーズ「つながりをチカラに」から「つながり」について話を

されていました。 

新型コロナウイルス感染症を機に、人と「会う」ことの意味が大きく変わったと言われています。

社会も大きく変わりました。だからこそ、「つながり」を見直す時期にきたと言うことでしょう。 

また、メールやチャットツール、ウェブ上の会議システムなど、インターネットを通じたコミュニケ

ーションツールの広がりは、人間関係を希薄にしたと批判されることもありますが、これらのネット

ツールは、人間関係を時間や場所の制約から解放し、多様な人とのつながりを創出するという役

割も果たしています。このように、つながりは、広がりを持ちました。 

個人のつながりはこれまで、職場と家族が中心でした。しかし、職場は、以前のような人間関

係を生み出す場やコミュニティとしての機能を、もちづらくなっています。家族のつながりも変わ

ってきています。家族や職場で他者とつながりを持つことができなくなった現在の社会で、誰も

が人生やキャリアを豊かにするつながりを持つためには、家族や職場という形や場所にこだわる

ことなく、これまで以上に他者とのつながりを重視することが大切です。心理学の分野では、他者

からのサポートがあることが、幸福感を高めてくれること、想定外の状況に置かれたときのストレス

を軽くしてくれることが、研究から明らかにされています。他者とのつながりは、不安定な時代を

乗り越える力をくれるということです。他者とのつながりが、個人の「いま」と「これから」を支えるの

です。 

そのためには、誰もがつながりを持てる社会への変換が必要になってきます。頼ることができ

る場所としての性質と、目的共有の仲間としての性質に注目し、社会をつくっていくことがさらに

重要です。コロナ禍の 3年間で、地域での集いや活動、公民館でのサークル数や老人会数等が

減り、頼れる場所や互いに喜び合える場所が少なくなってきています。そして、その場所への思

いも変わってきています。 

まずは、本当は会いたいのに、後回しにしてきた人間関係がないかを考え、つながりを作る小

さな行動（自分を伝える、ちょっと手助け、助けてもらう）を増やしてみてはいかがでしょうか。 

岸田文雄首相は、所信表明で「早く行きたければ一人で進め、遠くまで行きたければ皆で進

め」という諺を引用しました。私達もこの諺のように、自分の地域社会、そして世界を、いつまでも

続ける必要と、その責任を果たすため、皆で進みつながりつづけることが大切です。 

また、スターバックスは、2021 年の日本上陸 25 周年にキャッチフレーズとして「コーヒーの力、

人と人、人と地域のつながりの力で未来を創り出す夏に」を出しました。日本の 1号店が誕生して

以来、一杯のコーヒーを通じて人と人をつなぎ、日常に活力と心豊かなぬくもりの瞬間を届けるこ

とをミッションとし、この機に、改めて見つめ直し、これからもコーヒーと人の力を原動力に、さらな

るつながりを生み出し、社会に笑顔あふれる前向きな未来を創りたいという思いがあったそうです。 

私達も、「The Power of Coffee.」のように「The Power of Town Namegawa. The Power 

of Connection.」に思いを込め、ポストコロナ期に、町民はもちろん、地域、そして私達を取り

巻く関係者たちと、町を通してたくさんの素敵なつながりを築いていきたいと思います。 
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「３つの合言葉」元気・学び・会話 



 

滑川町には、城跡がいくつかあります。山田城、山崎城、谷城、羽尾城、月輪城（大堀館？）等で
す。今回は、町の城跡に関わる札を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
図書館では、夏休み中に小・中学生の皆さんを対象にしたイベントを行います。 

夏休みの思い出の一つとして参加してみませんか。 

〇夏休み図書館員 

期日：７月２５日（火）、２７日（木）、８月１日（火）、３日（木） １０：００～１５：００ 

対象：小学校４年生～６年生 各日４名 

〇読書感想文教室 

期日：８月５日（土） 低学年：１０：３０～１１：３０ 高学年：１４：００～１５：００ 

対象：小学校の低学年、高学年それぞれ１５名 

〇ポップ作成教室 

期日：８月６日（日）、７日（月） １３：００～１６：００ 

対象：小中学生 各日とも小学生１５名、中学生１０名  

「我が家の、私のいちおし本」を紹介するポップコンテスト２０２３の事前講習会として、ポップ 

の作成教室を行います。講師は立正大学の学生の皆さんです。 

どのイベントも滑川図書館で行います。 

詳細は図書館 HPや配布チラシで御確認ください。御参加をお待ちしております。 

📖 夏休み中の図書館イベントの御案内 📖 
 

森林公園南口を入ってすぐ右手にある、
小高い山が山田城です。卵形に近い長方形
で土塁や空堀が残っています。面積は約 
１2，5００平方メートルあります。城の歴史に
ついては資料がなく不明ですが、堀、土塁な
どから戦国時代の出城と考えられます。 

滑川町のよさを知ろう！ 「滑川郷土かるた」を通して  №７ 

高台に 土塁残して 山田城 堀跡に 名残をのこす 羽尾城 

森林公園駅の北東約１ｋｍ、滑川と市野川
に挟まれた、東西に細長い台地上にあるの
が羽尾城です。松山城主上田案独斉の家
来、山崎若狭守の居館だといわれています。
館跡の北側と西側に、二重土塁や、浅い堀
が残っています。 

羽尾城跡は、戦国時代の終り頃の居館跡で、松山

城（吉見町）や山田城などを結ぶ連絡城の機能を合

わせもっていたと考えられます。台地上に立てられた

城のため眺望がよく、月輪の大堀館も見通せ、北方

は山田城を見通すことができます。山田城跡は地元

の伝承では、忍城（現行田市）主の下臣の居城であ

る、松山城の出城であるなどと伝えられていますが、

はっきりしたことはわかっていません。  

滑川町教育委員会は、令和 3年度に策定した「滑川町教育行政重点施策」の下、様々な活動を
行っています。基本理念を学んでよかったまちへ －チーム滑川での教育－ 「人・まちをつな
げ、未来へつながる滑川町の教育」としております。これからも、つながりを大切にして事業を行っ
ていきます。皆様には、直接やメール、手紙などで御意見や御感想をいただいております。「教育
委員会だより」に関心を持ち、つながりをもっていただいていることに大変感謝しています。 


